
５）


１）及び２）により整理された


販売需要家費用を、営業費用項目ご

とに、発生の主な原因に応じて、可

能な限りネットワーク販売需要家費

用又は非ネットワーク販売需要家費

用に直課すること。

６）


５）の整理により難い費用を、


別表第３に定める活動帰属基準又は

配賦基準により、営業費用項目ごと

に、ネットワーク販売需要家費用又

は非ネットワーク販売需要家費用に

配分することにより整理すること。

７）


１）及び２）により整理された


一般販売費用を、営業費用項目ごと

に、発生の主な原因に応じて、可能

な限りネットワーク一般販売費用又

は非ネットワーク一般販売費用に直

課すること。

８）


７）の整理により難い費用を、


別表第３に定める活動帰属基準又は

配賦基準により、営業費用項目ごと

に、ネットワーク一般販売費用又は

非ネットワーク一般販売費用に配分

することにより整理すること。




から


までにより整理された水力発


電費、火力発電費、新エネルギー等発電

費、原子力発電費、給電費用、販売需要

家費用及び一般販売費用


を合計したもの
（以下この、及び


において「送配

電非関連費用」という。）とに整理する


こ
と。
この際、他社購入電源費


（特定抑制依

頼に係る費用を含み、原子力廃止関連仮
勘定償却費


を除く。）、非化石証書購入費

及び

他社販売電源料（原子力廃止関連仮

勘定償却費に相当する収益を除く。）を、


水力発電費、火力発電費、新エネルギー

等発電費


及び原子力発電費に、発電原動
力の種別及び発生の主な原因を勘案し
て、配分することにより整理すること。






から


までにより整理された送電


費、アンシラリーサービス費用、受電用

変電サービス費用、配電用変電サービス

費用、配電需要家費用、低圧配電費用、

高圧配電費用、ネットワーク給電費用、

ネットワーク販売需要家費用及びネット

ワーク一般販売費用を合計したもの（以

下この、及びにおいて「送配電関

連費用」という。）と水力発電費のうちの

非アンシラリーサービス費用、火力発電

費のうちの非アンシラリーサービス費

用、新エネルギー等発電費のうちの非ア

ンシラリーサービス費用、原子力発電費

（使用済燃料再処理等既発電費を除く。）、

非ネットワーク給電費


用、非ネットワー


ク販売需要家費用及び非ネットワーク


一般販売費用


を合計したもの（以下この
、及び


において「送配電非関連費
用」という。）とに整理すること。
この際、地帯間購入送電費（電源線に


係る費用に限る。）、他社購入電源費


（特
定抑制依頼に係る費用を含み、原子力廃
止関連仮勘定償却費及び再エネ特措法第


16条第１項に基づき一般送配電事業者が

認定事業者より調達した電気の代金のう

ち、再エネ特措法第17条第１項各号に掲

げる方法により供給した電気に係るもの

を除く。）、他社購入送電費（電源線に係

る費用に限る。


）、非化石証書購入費、地


帯間販売送電料（電源線に係る収益に限

る。）、


他社販売電源料（原子力廃止関連
仮勘定償却費に相当する収益及び再エネ


特措法第17条第１項各号に掲げる方法に

より供給した電気の料金を除く。）及び他

社販売送電料（電源線に係る収益に限

る。）（以下このにおいて「地帯間購入

送電費等」という。）を、発生の主な原因

に応じて、離島供給費用又は非離島供給

費用に配分することにより整理し、非離

島供給費用に整理された地帯間購入送電

費等を、アンシラリーサービス費用、水

力発電費のうちの非アンシラリーサービ

ス費用、火力発電費のうちの非アンシラ

リーサービス費用、新エネルギー等発電

費のうちの非アンシラリーサービス費用

及び原子力発電費に、発電原動力の種別
及び発生の主な原因を勘案して、配分す
ることにより整理すること。また、地帯


間購入送電費（電源線に係る費用を除

く。）、他社購入送電費（電源線に係る費

用を除く。）、地帯間販売送電料（電源線

に係る収益を除く。）及び他社販売送電料

（電源線に係る収益を除く。）を、送電費

に整理すること。また、地帯間購入電源

費及び地帯間販売電源料を、送配電関連

費用に配分することにより整理するこ

と。


令
和

年

月


日
木
曜
日

(号
外
第


号
)

官
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
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